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運

動

【
全

国

重

点

】

●

こ
ど
も
を
始
め
と
す
る

歩
行
者
の
安
全
の
確
保

●

横
断
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
と

安

全

運

転

意

識

の

向

上

●

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通

ル
ー
ル
違
守

の
徹
底

【
埼

玉

県

重

点

】

●

自
転
車
乗
用
時
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進

●

横
断
歩
道
に
お
け
る

歩
行
者
優
先

の
徹
底

自
転
車
事
故
で
昨
年
死
傷
し
た
人
の
着
用
率

（平
均
９
・
９

％
）
を
世
代
別
に
み
る
と

●

小
学
生
２５
％

●

６５
歳
以
上
は
３
・
６
％

命
に
係
わ
る
事
故
を
減
ら
す
に
は
高
齢
者
を

含
む
成
人
の
着
用
率
上
昇
が
不
可
欠
で
す
。

自
転
車
ヘル
メ
ツト
啓
発
強
化
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登
山
届
は
万
が

一
、
事
故
が
発
生
し
た
際
に

警
察
等
に
よ
る
捜
索
活
動
や

救
助
活
動
に
役
立
つ
も
の
で

す
。
県
内
の
山
に
登
山
さ
れ

る
方
は
登
山
す
る
山
を
管
轄

す
る
警
察
署
、
交
番
又
は

登
山
口
に
設
置
し
て
あ
る

ポ

ス
ト
に
登
山
届
を
入
れ

て
下
さ
い
。

ま

た

、
パ

ソ

コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
も

提
出
が
で
き
ま
す
。

昨
年
（令
和
４
年
）
の
埼
玉
県
で
の
特
殊
詐
欺
被
害
は
　
　
‘

１
３
８
７
件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
被
害
額
は
約

２８
億
円
に

も
な
り
ま
す
。

犯
人
の
特
徴
的
な

は

★
息
子
や
孫
の
親
族
、
市
役
所
や
金
融
機

関
職
員
、
デ
パ
ー
ト
、
家
電
量
販
店
、

警
察
官
等
を
名
乗
る

★
風
邪
を
引
い
て
声
が
変
わ

っ
た

★
携
帯
電
話
を
失
く
し
た
、
落
と
し
た

★
小
切
手
の
入
っ
た
カ
バ
ン
を
な
く
し
た

★
今
日
中
に
お
金
が
必
要

★
こ
の
ま
ま
だ
と
会
社
を
ク
ビ
に
な
る

★
現
金
を
上
司

，
同
僚
が
受
け
取
り
に
行

で
す
。
こ
の
よ
う
な
言
葉
が
出
た
時
は
詐
欺

地
内
で
も
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に

空
き
巣
被
害
が
多
発
し
ま
す
。

留
守
に
す
る
お
宅
や
事
務
所
、
お

店
等
は
ド
ロ
ボ
ー
被
害
に
適
わ
な
い

よ
う
防
犯
対
策
を
取

っ
て
く
だ
さ

t,ヽ●
外
出
時
に
は
玄
関
、

窓
等
の
施
錠
を

確
認
す
る
。

●
補
助
錠
や
防
犯
フ
ィ

ル
ム
等
を
貼
る
。

●
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

を
設
置
す
る
。

轟車
場
等
で
、
タ
イ
ヤ
や

」一　　　　　　　̈一枷̈̈
‐こ施しヽ盗中中彎

・ヽ

　
る
、
チ
ェ
ー
ン
等
の
盗

難
防
止
器
具
を
利
用
す

る
等
し
て
防
犯
対
策
を

し
ま
し
ょ
う
。

保管タイヤの盗難急増

一
戸
建
て
住
宅
敷
地
内
や
ア
パ
ー
ト
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策すもた がのの

5月 11日(本 )～5月 20日 (土 )まで
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